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下
北
水
産
振
興
会

(

下
北
十
七
漁
協)

は
、
国

が
八
月
一
日
施
行
し
た
大
臣
許
可
の
一
斉
更
新
許

可
で
尻
屋
崎
周
辺
の
沖
合
底
引
き
網
漁
業
の
操
業

禁
止
区
域
が
沖
合
、
一
か
ら
一
・
四
海
里
に
設
定

さ
れ
た
の
に
対
し
、
八
月
三
十
一
日
海
上
抗
議
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
、
禁
止
区
域
の
見
直
し
を
求
め

た
。尻

屋
漁
港
で
行
わ
れ
た
陸
上
で
の
抗
議
集
会
に

は
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
川
端
会
長

(

尻
労
漁

協
組
合
長)

は

｢

共
同
漁
業
権
内
に
ラ
イ
ン
を
引

き
資
源
管
理
を
し
ろ
、
調
整
は
漁
業
者
同
士
で
し

ろ
等
、
国
の
考
え
に
怒
り
を
覚
え
る｣

と
挨
拶
。

参
加
者
が

｢

操
業
禁
止
ラ
イ
ン
の
拡
大
を
図
れ｣

な
ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
た
後
、
漁
船

約
二
百
隻
が
大
漁
旗
を
掲
げ
て
海
上
に
出
港
し
、

今
回
設
定
し
た
操
業
禁
止
ラ
イ
ン
を
一
斉
に
航
行

し
、
国
に
対
し
て
抗
議
の
姿
勢
を
示
し
た
。

そ
の
後
、
九
月
に
青
森
県
及
び
県
漁
連
へ
要
望

書
を
提
出
し
指
導
と
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
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